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Ⅰ．検査目的及び検査項目 
本検査は、東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護

に関する規則（以下「規則」という。）第２０条第１項の表第三号の工事の工程に係る検査項目の使

用前検査について、福島第一原子力発電所に係る汚染水処理設備等のうち中低濃度タンクのＲＯ濃

縮水貯槽（Ｇ３北エリア）の基礎外周堰に係る工事が認可された実施計画（＊１）に従い行われて

いることを確認するもので、以下の検査（＊２）を実施する。 

 

１．機能検査 

（１）漏えい拡大防止機能検査 

 

＊１：認可された実施計画とは、原子力事業者等が核原料物質、核燃料物質及び原子炉の

規制に関する法律第６４条の２第２項の規定に基づき原子力規制委員会に提出し、

認可された実施計画 

＊２：漏えい拡大防止機能検査は規則第２０条第１項の表第三号の工事の工程に係る検査

項目である。 

 

 

Ⅱ．検査対象設備及び範囲 

検査の対象は、実施計画に記載された以下の設備とする。 

詳細は、添付資料－２「関連図書」資料１．「実施計画（抜粋）」を参照のこと。 

 

検査対象設備・検査範囲 数量等 

汚染水処理設備等 

中低濃度タンク 

ＲＯ濃縮水貯槽（Ｇ３北エリア） 

Ｇ３北エリア基礎外周堰 

 

 

 

一式 

 

 

Ⅲ．検査場所 
申請書「検査を受けようとする場所」の欄に記載のとおり。 

 

 

Ⅳ．実施計画の認可関係 

認 可 番 号 

（ 認 可 年 月 日 ）  
認 可 機 器 

原規福発第 1308142 号 

（平成２５年８月１４日） 

原規規発第 1912138 号 

（令和元年１２月１３日） 

汚染水処理設備等 

 中低濃度タンク 

ＲＯ濃縮水貯槽（Ｇ３北エリア） 
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Ⅴ．検査方法 

 実施計画に基づく検査の方法は以下のとおりである。 

 

共通事項 

（１）使用前検査申請書の確認 

ａ．本検査に係る使用前検査申請書（変更申請を含む。）が準備されていることを確認する。 

ｂ．検査をする工事の工程、期日及び場所が申請書どおりであることを確認する。 

（２）移送配管撤去の確認 

Ｇ３北エリアのタンク（ＲＯ濃縮水貯槽）からＲＯ濃縮水を払出するための移送配管が撤去

されていることを確認する。 

 

１．機能検査 

（１）漏えい拡大防止機能検査 

１）検査前確認事項 

ａ．申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

ｂ．必要な図面等が準備されていることを確認する。 

ｃ．使用する検査用計器が必要な測定範囲及び精度を有し、校正が適切に行われ、有効期限

内であることを校正記録等により確認する。 

ｄ．必要な基礎外周堰の高さに影響のある傾斜がないことを確認する。 

２）検査手順 

ａ．Ｇ３北エリア基礎外周堰の堰内容量を堰内の貯留可能面積と基礎外周堰の高さ（４点以

上計測）の最小値から算出し、実施計画に記載されている堰内容量を満足することを申

請者の品質記録により確認する。 

ｂ．Ｇ３北エリア基礎外周堰（添付資料－２「関連図書」資料２．「検査範囲図」参照）の貯

留範囲の表面部に機能に影響を及ぼす有害な欠陥がないことを立会により確認する。 

 
 
Ⅵ．判定基準 

１．機能検査 

（１）漏えい拡大防止機能検査 

ａ．Ｇ３北エリア基礎外周堰の堰内容量が実施計画に記載されている容量を満足すること。 

ｂ．Ｇ３北エリア基礎外周堰の貯留範囲の表面部に機能に影響を及ぼす有害な欠陥がないこと。 

 

 

Ⅶ．添付資料 

１．使用前検査成績書様式 

２．関連図書 

資料１．実施計画（抜粋） 

資料２．検査範囲図 
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添付資料－１ 

 

 

 

 

 

 

特定原子力施設検査成績書 
（使用前検査） 

 
東京電力ホールディングス株式会社 

福島第一原子力発電所 
 
 
 
 
 
 

工事の工程 ：工事の計画に係る工事が完了した時 
 

対象設備  ：汚染水処理設備等 
中低濃度タンク 
ＲＯ濃縮水貯槽（Ｇ３北エリア） 

 
要領書番号 ：原規規収第１９１２２４４号０１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   年   月 

 

 

原子力規制委員会 
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使 用 前 検 査 成 績 書 
 

 

 

 

１．施 設 名       東京電力ホールディングス株式会社 福島第一原子力発電所 

 

 

 

２．検査の種類     東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核

燃料物質の防護に関する規則第２０条第１項の表第三号に係る汚染

水処理設備等のうち中低濃度タンクのＲＯ濃縮水貯槽（Ｇ３北エリア）

の基礎外周堰の使用前検査 

 

 

３．検 査 申 請      使用前検査申請番号 

             廃炉発官 30第 100 号（平成３０年６月１９日）（変更） 

             廃炉発官 30第 145 号（平成３０年７月２６日）（変更） 

 

 

 

４．検 査 期 日      自      年  月  日 

 

             至      年  月  日 

 

 

５．検 査 場 所            

 

 

６．検査実施者      検査実施者一覧表のとおり 

 

 

７．検 査 結 果      検査結果一覧表のとおり 

 

 

８．添 付 資 料           （１）検査前確認事項 

（２）機能検査（漏えい拡大防止機能検査）記録 
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検査実施者一覧表 
 

 

  

検査年月日 原 子 力 施 設 検 査 官   印 検 査 立 会 責 任 者   印 特 記 事 項 

    年  月  日 

   

    年  月  日 

   

    年  月  日 
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検 査 結 果 一 覧 表 
  設備名：汚染水処理設備等 中低濃度タンク  

 

検  査  範  囲 

機能検査 

備 考 
漏 え い 拡 大 

防 止 機 能 検 査 

ＲＯ濃縮水貯槽（Ｇ３北エリア） 

Ｇ３北エリア基礎外周堰 

年 

月  日 
  

年 

月  日 

 

 

年 

月  日 
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添付資料－（１）（１／２） 

検 査 前 確 認 事 項 
 

設備名 ：汚染水処理設備等 中低濃度タンク  

      ＲＯ濃縮水貯槽（Ｇ３北エリア）  

 

検査年月日 ：     年   月   日 

 

検査場所  ：               

検査項目 ：共通事項 

確認事項 確認方法 結果 備考 

本検査に係る使用前検査申請書（変更申請を含む。）

が準備されていることを確認する。※ 
記録   

検査をする工事の工程、期日及び場所が申請書どお

りであることを確認する。 
記録   

 

（※）使用前検査成績書の「３．検査申請」に申請番号（変更申請番号を含む。）を記載する。 

 

 

 

 

 

検査項目 ：共通事項 

確認事項 確認方法 結果 備考 

Ｇ３北エリアのタンク（ＲＯ濃縮水貯槽）からＲＯ

濃縮水を払出するための移送配管が撤去されてい

ることを確認する。 

立会又は 

記録 
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添付資料－（１）（２／２） 

検 査 前 確 認 事 項 
 

設備名 ：汚染水処理設備等 中低濃度タンク  

      ＲＯ濃縮水貯槽（Ｇ３北エリア）  

 

検査年月日 ：     年   月   日 

 

検査場所  ：               

検査項目 ：機能検査（漏えい拡大防止機能検査） 

確認事項 確認方法 確認対象 結果 備考 

申請者の品質記録が準備されていることを

確認する。 
記録 品質記録   

必要な図面等が準備されていることを確認

する。 
記録 実施計画等   

使用する検査用計器が必要な測定範囲及び

精度を有し、校正が適切に行われ、有効期限

内であることを校正記録等により確認する。 

記録 校正記録等   

必要な基礎外周堰の高さに影響のある傾斜

がないことを確認する。 
記録 品質記録   
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添付資料－（２） 

機能検査（漏えい拡大防止機能検査）記録 
 

検査年月日 ：     年   月   日 

 

検査場所  ：               

設備名 ：汚染水処理設備等 中低濃度タンク  

検査対象・検査範囲 判定基準 結果 

ＲＯ濃縮水貯槽（Ｇ３北エリア） 

 

Ｇ３北エリア基礎外周堰の堰内容量が実施計画

に記載されている容量を満足すること。 

実施計画記載容量：      1,322 m3以上    

 

実容量     ：       m3      

 

Ｇ３北エリア基礎外周堰の貯留範囲の表面部に

機能に影響を及ぼす有害な欠陥がないこと。 
 

備 考 
＊は立会を示す。それ以外は、申請者の品質記録により確認 

品質記録（名称、日付） ：      

 

 

 

 

 

 

 

① 堰内の貯留可能面積：                   m2 

 

② 基礎外周堰の高さ（最小値）：                m 

 

実容量（m3）＝ ① × ② 

 

 

 

 

 

 

 

記録確認分については検査用計器が検査実施日に有効であったことを確認する。 

□：確認 
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添付資料－２ 

 

関連図書 
 

 

 

資料１．実施計画（抜粋） 
資料２．検査範囲図 

 

注）資料１．は実施計画の情報をもとに作成、資料２．は申請者の情報をもとに作成した資

料である。 
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資料１．（１／２） 

 
実施計画（抜粋） 
  
2.5 汚染水処理設備等 

2.5.3 添付資料  添付資料－１２ 中低濃度タンクの設計・確認の方針について   
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資料１．（２／２） 
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資料２． 
 

検査範囲図 
 

中低濃度タンク ＲＯ濃縮水貯槽（Ｇ３北エリア）の基礎外周堰の検査範囲 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｇ３北エリア基礎外周堰 

Ｇ３北エリア 

1.193m 以上 1.393m 以上 

基礎レベル差：200mm 

既設外周堰 

既設外周堰 


